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取扱説明書.保証書 

お買い上げいたださありがとラございまず。 

I ~~ I 電気製品は安全のための注意事項を守ら 

ないと、火災や人身事故になることがあ 
ります。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお 使 

いください。お読みになったあとは、いつでち見られる 
ところに必ずな管してください。 


ソニー 製品は安全に巧分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火 
災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

ままのためのミ主意事頂を守る 

この取扱説明書の注意事項をよくお読みください。 

道巧交通ミ去に従つてまを運拓ずる 

運転者は道路交通法に従ラ義務びあります。前方注意をお 
こたるなど、安全運輯に反する巧為は違法であり、事故や 
けびの原因となることびあります。 

• 運廣者は走行中に操作をしない。 

• 車がの音び聞こえる程度の音量で聞<。 

定期的に点巧ずる 

1年に]度は、本体び傷んでいないか、配線したケーブル 
類びからまっていないか、などを点検してください。 


運拓操作やま体の可動部を巧ばる取0付けは 
しない 

運転の妨げになる場所、車体の可動部の妨げになる場所に 
取り付けや配線をすると、事故や感電、火災の原因となり 
ます。 

• ネジやシートレールなどの可動部にケープル類をはさみ 
込まない。 

•ケープル類はまとめる。 

• ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなどび正 
しく操作でをることを確認する。 

0 

禁止 


雨、水びかかる場所、湿気、ほこ D のをい場 
巧には取日付けない 


DCC-FMT3 
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保証書 


持込修理 


品名 

力一 FM ステレオトランスミッター 

型名 

DCC - FMT 3 

お買い上げ日 

平成•西暦= 年量月量日 


が障した6使わない 

動作びおかしくなったり、本体やケープル類び破損してい 
るのに気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーヴー 
ビス窓□に修理をご依頼 < ださい。 

万一、異甫び起をた6 

変な音•においびしたら、煙び出たら 

〇を全な場所に車を 
止める 

シガレットライ 
ター ソケットから 
本機を取りパす 
お買い上げ店また 

け、/ —— ++— ドス 

窓□に修理を依頼 
する 


本書は、本書記載内容(下記記載)で無料修理を巧うことをお約束 
するものです。お買上げの日から下記期間中に故障が凳生した場合 
は、お客様欄にご記入の上、修理をお申がけください。 


販売店 


ぉ問合せ先：修理相談窓口 

フリーダイヤル： 0120 -222-330 (FAX 0120 -333-389) 

巧帯電話- PHS ‘ 一部の IP 電話からは、 0466-31-2531 

ホーム ペー シ； http :// www . sony . jp / support / 

ソニーマーケティング株式会社東京都港区港南 1-7-1 〒 108 -0075 


保証期間 

お買上げの日から 1年 

お客様住所 
お名前 

電言き _ _ 

様 


無料修理規定 

1. 正常な使用状態でイ呆証期間内に製品(ハードウIア）が故障した場合 
には、本書に従い無料修理をさせていただきます。本書記載の修理 
巧応の種別（出張修理、持込修理、弓I取修I里）をご確認の上、 JiHFn 
要領でこ借頼および本書(再発巧しませんので、大切に保管してくださし、） 
の提示•提出をお願しル、たします。なお、寶付窓口の種類は、 （1) お買上げ 
の販売店、 （2) お近くのソニーサービスステーシ ヨン、 城本書に記載の 
修理ホ目談窓口の3種類です。 


種別 

受付窓口 

イ呆証書の提示•提出 

ミ主意事項 

出張修理 

(1K2)(3) 

出張修理担当者が訪問した際に提示 


持込修理 

(1)(2) 

持参した製品の修理依頼の際に提 7F 

《2 

弓I取修理 

(3) 

製品の弓1取時に指を業者へ提出 



(実費）を申し受けます。 

《2 (1)(2) へのご依賴が難しし、場合は、 （3) にごホ目談くださし、。 

艺. お客様のご要望により、出張修理の種別について引取修理を、持込 
修理の種別につし、て出張修理•弓I取修理を、弓 I 取修理の種別について 
出張修理を巧う場合は、別途所定の料金を申し壁けます。 

3. 保証期間内の故障でも次の場合には有料となります。 

(1) 本書のこ捐示が なし 、場合 (2) 本書のお買上げの年月日、お客様名、販売 
店名を書き換えた場合 (3) お買上け’の年月日、販売店が確認できない場合 
(4) イ呆証期間中に発生した故障に つし、 て、イ呆証期間終了後に修理依頼された 
場合 (5) 使用上の誤り饭扱説日月書、本休貼付ラベル等のま意書きに従った 
正常な使用をしなかった場合を含む)による故障•損傷 (6) 他の機器から受けた 
障喜または不当な修理、改造による故障•損傷 (7) お買上げ後の移設、輸送、 
落下などによる故障•損傷ほ)义災、地震、風水書、落雷その他の天災地変、 
公喜、塩喜、異常電圧などによる故障•損傷 (9) 誦用など一必外での 
使用じよる故障•損傷 (10) 消耗•摩巧した部品の交換、巧損した部分の交換 

4. 故障の状況その他の事情により、修理に代えて製品交換をする場合が 
ありますのでご了承くださし、。 

5. 修理に隐して再生部品•代替部品を使用する場合があります。また、 
修理により交換した部品は與社が任意に回収のうえ適切に処理•処分 
させていただきます。 

6. 本書に基づく無料修理(製品交換を含む)後の製品については、最初 
のご購入時の保証期間が適用されます。 

7. 故障によりお買上げの製品を使用できなかったことによる損害について 
は補償いたしません。 

8. 記録媒体を搭載または使巧する製品の場合、故障の際または修理- 
交換により記録内容が消失等する場合がありますが、記録内容につし、て 
の補償はいたしません。 

9. 本書は日本国巧でのみ有効です。 (This warranty Is valid only in Japan.) 

I 修埋メモ] I 

* 本書はお客樵の法律上の権利を制限するものではありません。 

* イ呆証期間後の修理については、取扱説明書等をご賣ください。 T02-1 



警告表示の意味 

取披説日月書では、なのよラな表おをしていま 
す。表示の内容をよ<理解してから本文をお 
読みください。 


A 警告 


A を意 


この表示の注意事項を守らな 
いと、火災■感電などにより 
死 t や大けびなど人身事故の 
原因となります。 

この表示の注意事項を守らな 
いと、感電やその他の事故に 
よりけびをしたり自動車に損 
害をちえたりすることびあり 
ます。 


を意を促す記号 


行為を禁止する記号 


底必〇 ® 


火災 感電 


禁止 分解禁止 


仪警告 

下記のミち意事項を守 6 な 


ぃと、 义災感電 

火災 

A 

にょ D 死亡ゃ大け 

7)1 の原因とな 0 まず。 

感電 



運拓中に操作しない 

•運転をしなびらの操作は、危険ですので絶対に 
おやめ<ださい。交通事故の原因となります。 
•本機の操作や設置は、危険ですので運転中には 
行わないでください。 


0 

禁止 


エアバッグシステムの動作を巧げる取 
D 付けをしない 

動作の巧げになる場所に取り付けると、エアバッ 
グび正苗に働かず、けびの原因となります。 


0 

禁止 


上記のよラな場所に取り付けると、火災や感電の原因とな 
ります。 

0 

禁止 


分解や改造をしない 

火災や感電、事故の原因となります。 

本機内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービ 
ス窓□にご依頼ください。 



分解禁止 


内部に水や異巧を落とさない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、水 
や異物び入ったとさは、すぐに電源を切り、お買い上げ店 
またはソニーサービス窓□にご相談<ださい。 

0 

禁止 


_,下記のミち意を守5ないと けがを 

应ミ主哥 したり自動まに損害をち 

えた0ずることびありまず。 


ま定した場所に取り付ける 

振動のをいところや、天井などに取り付けると、製品び動く、 
落ちるなどにより、事故やけびの原因となることびありま 
す。 

0 

禁止 


規定容量のヒューズを使う 

ヒューズを交換ずる時は、必ずヒューズに記された規定容 
量のアンペア数のものをお使いください。規定容量を超え 
るヒューズを使ラと、火災の原因となりまず。 

0 

禁止 


本体を座な団などでおおった巧態でほわない 


熱びこ6つてケースびを巧したり、乂がの原因となること 
びあります。 



主な特長 主な仕様 


本機（力一 FM ステレオトランスミッター)は、 
HDD / フラッシュ方モ U —/ MD/CD ウォーク マン 
などのポータブルオーディオ機器の再生音を、カー 
ステレオ（力一 FM ラジオ）へ FM 電波で送信しま 
す。この FM 電波をカー FM ラジオで受信すること 
により、ポータブルオーディオ機器の再生音を車の 
中でち楽しめます。 


安定したクリアな音声を実現 

• フレキシブル送信アンテナを採用することによ 
0、車種を限定せず、安定した FM 電波送信を実 
現します。 

• 送信周波数選択回路にデジタル方式を採用するこ 
とにより、アナ□グ方式で起こる送信周波数のズ 
レを防止します。 


周波数選択ダイヤルによる簡単操作を実現 

送信 FM 周波数を14チャンネルか5選ぶことびで 
をます。 

をくの車種に設置可能なスマートフォルムを実現 

本体へッド部のル型化に加え、シガレットライター 
ソケッ h の周りの障害物を避けて設置でをるスマー 
トフォルムを実現しました。 

電池不要 

• シガレットライター（カーバッテ U -) を電源と 
して使用します。 

•12 V と 24 V の力ーバッテリーに対応しているの 
で、普通自動車か5大型車まで幅広い車種で使用 
することびできます。 （12/24 V 自動切換、マイナ 
スアース 車専用） 


送信方式 
送信周波数 


電界強度 
電源電圧 

入力端子 
最大が形寸法 


マルチプレックスステレオ方式 
76.8 MHz , 77.0 MHz , 77.2 MHz , 

77.4 MHz , 77.6 MHz , 77.8 MHz , 
78.0 MHz , 88.0 MHz , 88.2 MHz , 

88.4 MHz , 88.6 MHz , 88.8 MHz , 
89.0 MHz , 89.2 MHz 

500 uV/m 政下 （3 m ) 

DC 12/24 V (マイナスアース車専 
風 

0 3.5 ステレオ S ニプラグ 


約31 



約41 mm 



信号ケーブルの長さ 
アンテナケーブルの長さ 
質量 
付属品 


約1 m 
約3 m 

約40 g (ケーブル含まず) 
取扱説明書•保証書 （1) 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更するこ 
とびありますび、ご了承<ださい。 


保証書とアフターサービス 


"ウォークマン"、 " WALKMAN " はヘッドホンステ 
レオ商品を表わすソニー株式尝社の登録商標です。 


使用上のごを意 

• 機器の操作は、運転中や停車中ではな<安全な場 
所に駐車してか5斤ってください。 

• エンジンを切ったままで使用すると、車のバッテ 
リーを消耗させてしまラ場合びあります。ご使用 
の際は、必ずエンジンをかけておいて<ださい。 
また使用しないときは、シガレットライターソ 
ケットか5抜いておいて<ださい。 

• 本機を使用しないとさは、運転操作や巧動部の妨 
ばにならないよラに保管してください。 

• 車び急ブレーキをかけた隙に、本機に接続した 
ポータブルオーディオ機器び動かないよラにしっ 
かりと固定してくださし、。 

• アンテナやケーブル類は、運転操作や巧動部の妨 
ばにならないよラに設置してください。 

• ケーブル類を強く引っ張5ないでください。断線、 
故障の原因になります。 

• 落としたり強い衝擊をあたえないでください。故 
障の原因にな0ます。 

• 本機は、使用中に温かくなることびありますび故 
障ではありません。 


偏正書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切 
になをして < ださい。 

•保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 

調テが悪いとさはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときは 

お買い上げ店またはお近<のソニーサービス窓□にご相談 
ください。 

保証期間中の修理は 

な罰書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳 
しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持で去る場合は、ご要望により有将 
修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品（製品の機能を維持するた 
めに必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。 
この部品保有期間を修理可能期間とさせていただをます。 

な有期間び経過したあとを、故障箇所によっては修理巧能 
の場合びありますので、お買い上げ店またはソニーサービ 
ス窓□にご相談ください。 


ぶくあるお問い合わせ、窓□受付時間などは 
ホームページをご活巧ください。 


http://www.sonv.jp/support/ 
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さ部の名祿 



接続のしかた 

力ーラジオを設定ずる 

1力ーラジオを FM 放送び受信できるような 
状態にずる。 

2下記の中か S 放送を受信していない周波数 
を還ぶ。 

76.8 MHz , 77.0 MHz , 77.2 MHz , 77.4 MHz , 
77.6 MHz , 77.8 MHz , 78.0 MHz , 88.0 MHz , 
88.2 MHz , 88.4 MHz , 88.6 MHz , 88.8 MHz , 
89.0 MHz , 89.2 MHz 

別の地域に移動した場合、選んだ FM 周波数で 
放送を受信してしまうことびあります。このよ 
ラな場合は、放送を受信していない FM 周波数 
を再度お選び < ださい。 

ス’ご辛き 

• カーラジオの設定方法に関しては、カーラジオの取扱説 
明書をご覧ください。 

• カーラジオの音量は、なるべくルさい音量に設定してお 
いて < ださい。 

本機を設定する 

1周液数選択ダイヤルを回して、カーラジオ 
で設定した周波数を選ぶ。 



。表示は低い周波数帯と (76.8 MHz 〜 

78.0 MHz ) 高い周波数帯 （88.0 MHz 〜 

89.2 MHz ) の間の区切りです。周波数選択の目 
まとしてご使用ください。 

2ステレオ5ニプラグをポータブルオーディ 
才機器のヘッドホン （0) 端子に差し&む。 

LINE OUT (ライン出力）端子に接続した場合、 
本機への音声入力び大さすざるため音びひずん 
でしまう場合びあります。 


3車のシガレツトライターソケットに本機を 
差し&む。 



4接続したポータブルオーディオ機器を再生 

ずる。 

ご‘‘卞音 

• 接続したポータプルオーディオ機器のバスプースト 
やイコライヴーの調節の機能は解除（動作しないよ 
ラに）しておいてください。設定方法は、ご使用に 
なるポータブルオーディオ機器の取掘説明書をご覽 
ください。 

• 接続したポータブルオーディオ機器のボリュームを 
音びひずまない範囲でなるべく大きくしてくださ 
し、。それでも音量びルさい場合は、カーラジオのボ 
リュームで調整してください。 

5カーラジオでの受信状態び良くなるよラ 

に、本機のアンテナケーブルを車内に設置 

ずる。 

ご使用になる車種によって、車内でのアンテナ 

ケーブルの設置方法（取り付けかた）は異なり 

ます。以下のイラスト例を参考に、受信状態び 

最良となるよラ試してか5、設置してください。 

ごま意 

• 受信状態び悪い場合は、アンテナケーブルを車のア 
ンテナ近くになるよラに設置すると受信び良くなる 
ことびあります。 

• 車のアンテナ位置は車の取扱説日月書をご覧くださ 
い。 


車のアンテナが車両の前方にある場合の一例 



車のアンテナが車両の後方にある場合の一例 



本機か S の受信げ態が悪くなった 
とまは 

最初に設定した周波教では受信状態び良好であっ 
たにをかかわ5ず、走行中に受信状態び悪くなっ 
たとをは、次のよラに考えられます。状況に応じ 
た対処を行ってください。 

設定を終えた後、走行し始めた6受信状態が悪く 
なった 

地下駐車場やビルの影など、カー FM ラジオ 
で FM 放送を受信しにくい場所びあります。 
そのよラな場所でカー FM ラジオと本機の設 
定をしたため、走行中に FM 放送の受信状態 
びよくなり、設定した周波数び FM 放送の影 
響を受けて、本機からの受信状態び悪<なっ 
たと考え5れます。 

このよラな場合は、 FM 放送の受信状態びよ 
い場所で、再度、 FM 放送を受信していない 
周波数を選び、カー FM ラジオと本機を設定 
して < ださい。 

車で移動ずるに従って受信感度び悪くなった 

FM 放送は地域によって受信する周波数び異 
なります。移動した地域で、本機に設定した 
周波数で FM 放送を受信でさる場合は、その 
放送の影響を受けて、本機か5の受信状態び 
悪くなることびあります。 

このよラな場合は、移動した地域で、再度、 
FM 放送を受信していない FM 周波数を選び、 
カー FM ラジオと本機を設定してください。 

ときどき音び途切れたり、ノイズが入ったりして 
聞きづ6くなった 

一都む部や市街地では、 FM 放送局やミニ FM 
放送局、アマチュア無線などの影響を受けて、 
本機からの受信状態び悪<なり、音び途切れ 
たりノイズび入った0する場合びあります。 
このような場合は、再度、影響の少ない FM 
周波数を選び、カー FM ラジオと本機を設定 
して < ださい。 

ご‘‘ち音 

• 運転中に本機または、接続したポータブルオーディオ機 
器を操作することは大変危険です。安全な場所に駐車し 
てから巧って< ださい。 

• シガレツトライターソケツト への 接続はしっかりと確実 
に行ってください。 

• シガレツトライターソケツトの位置-形状によっては本 
機び使用でをない場合びあります。 

• アンテナケープルの設置は、運転操作の邪魔にならない 
よラに、また幼児の手の届かないよラに設置してくださ 
い。 

• ケープルは、運転操作の邪魔にならないよラにまとめて 
固定してください。 

• エアバツグシステムの動作を妨げる取り付けをしないで 
<ださい。 


ヒューズの交換 

本機び正常に動作しない場合は、シガレットライ 
タープラグ内部のヒューズび切れていないかを確認 
して < ださい。 

ヒューズ 締める 



1シガレツトライターソケツトか S 本機を巧 
く。 

2プラグの先端部分を回してはずず。 

3ヒューズを取り出ず。 

4ヒューズび切れていないか確認ずる。 

切れている場合は、手順5へ 
切れていない場合は、手順6へ 

5新しいヒューズを用意ずる。 

市販の同じ定格のヒューズ 

(1 A 125 V 、長さ約20 mm ) をおまめください。 

6ヒューズを差し&む。 

スプラグの先端を元通りにしっかり締める。 

マ'*‘辛き 

• 定格の異なるヒューズをご使用になると故障や火災の原 
因にな0ます。 

• ヒューズを針金などで代巧しないでください。 

• ヒューズを交換したあとも、再び切れるよラな場合には、 
お買い上げ店にご柜談<ださい。 


脚璋かな？とおった6 


症げ 

ポータブルオー 
ディオ機器の音 
びカーラジオか 
ら聞こえない 


音びルさい 


音びひずむ 


雑音び入る 


原因/処置 

• 本機びシガレットライターソケット 
やポータブ j レオーディオ機器へ正し 
<接続されていない 
—正しく接続する。 

• 本機で選んだ送信周波数とカー FM 
ラジオの周波数び一致していない 
— 本機のを信周波数とカー FM ラジ 
才の周波数を一致させ、送受信可 
能な状態にする。 

• 接続したポータブルオーディオ機器 
からの音び出ていない 
— ポータブルオーディオ機器を再生 
状態にする。 

—音びひずまない範囲でポータブル 
オーディオ機器の音量を上げる。 

• 接続したポータブルオーディオ機器 
の音量びルさい 

—音びひずまない範囲でポータブル 
オーディオ機器の音量を上げる。 
それでち音びルさい場合は、カー 
FM ラジオの音量を上げる。 

. 本機への音声入力信号び大をすぎる 
— ポータブルオーディオ機器の 
LINE OUT (ライン出力）端テに 
接続している場合は、ヘッドホン 
端子に接続する。 

• 接続したポータブルオーディオ機器 
のノ くスブースト機能を使用している 
— ポータプルオーディオ機器のバス 
ブースト機能を解除する。 

• 本機で選んだ送信周波数とカー FM 
ラジオの周波数び一致していない 
—本機のを信周波数とカー FM ラジ 
才の周波数を一致させ、送受信可 
能な状態にする。 

• カー FM ラジオの受信状態び悪い 
— カー FM ラジオでの受信状態び良 
くなるよラに本機アンテナケーブ 
ルを車内に設置する。（車のアン 
テナの近< になるよラに設置する 
と受信状態び良くなることびあり 
ます。） 

• 選んだ周波数び放送に使用されてい 
る 


—放送を受信していない（「サー」 
といラ音しか間こえない）周波数 
を選ぶ。 

• 別の巧途や妨害電波の該響を受けて 
いる 

別の巧途で使用していない、また 
は妨害電波の影響のみない 
cr ヴー」という音しか聞こえなし、) 
周波数を選ぶ。 

音び途切れる . 市街地などで妨害電波の影響を強< 

受けている 

— 巧害電波の影響のみない（「ヴー」 
という音しか間こえない）周波数 
を選ぶ。 

POWER ランプび • 本機びシガレットライターソケット 
点なしない へ正しく接続されていない 

—正しく接続する。 

• エンジンをかけないと通電状態にな 


らない車種である 


-- エンジンをかける。 

• ヒューズび切れている 
—ヒューズを交換ずる。 


ポータブル 
オーディオ機器 



2つのイラストは、一例でありご使用になる車の状 
況により送受信状態び変わります。最良の受信状態 
になるよラアンテナケーブルを設置してくださし、。 





